
連絡協議会委員（拠点病院を除く）への照会結果

所属団体 １．委員の所属する団体で実施している説明会や研修会における、アレルギー疾患に関する内容の実施の有無 ２．委員の所属する団体における、アレルギー疾患に関する問題等

愛知県医師会 〇第33回学校保健健診懇談会（別紙１参照）

〇平成30年度学校保健シンポジウム（別紙２参照）

なし

愛知県病院協会 特に行っておりませんが、一般向け講演会のなかでアレルギーのことが演題になったことが以前あったような記憶があ

ります。

なし

愛知県薬剤師会 愛知県薬剤師会 妊婦・授乳婦医薬品適正使用推進研究班で開催している多職種向け研修会「あいち・くすりフォーラ

ム」中のテーマとして、

「アレルギー疾患と授乳について」と題して講演を行った実績有（平成28年2月）

（平成28年2月7日開催、第8回あいち・くすりフォーラム「妊娠・授乳中のくすりと母と子の健康」 テーマ：妊娠・授

乳と免疫疾患、講演2本中の1本）

団体としての問題ではないが、当会のお薬相談でもアレルギー疾患の妊婦・授乳婦からの相談が多々寄せられているこ

とから、多くの母親が妊娠・授乳中の薬の使用について、インターネット等で情報が氾濫している中、不安を抱えてい

ることが推察される。

また、薬局での服薬指導時にアレルギーに関する情報を正確に把握することも重要 なことであると認識している。

愛知県看護協会 なし なし

愛知県栄養士会 １０月２０日（土） 「愛知県健康づくり提唱のつどい」にて講演実施

・講演Ⅰ

 「食物アレルギーの復習と予習～交差反応〔食品×○○〕や食べる以外についても～（別紙３参照）

  管理栄養士 江川 美晴 先生

・講演Ⅱ

 「食物アレルギーとプロバイオティクス」（別紙４参照）

  ヤクルト中央研究所 安全性研究所安全性第二研究室 室⾧ 角 将一 先生

なし

愛知県市町村保健師協議会 なし 〇分かりやすい相談先の周知 食物アレルギーについて活動している団体代表より、相談がありました。厚生労働省が

アレルギーに関わる「アレルギーポータルサイト（https://allergyportal.jp/)」をたちあげたので情報が必要な人

に伝えてほしい。また、電話相談（アレルギー学会に委託）はできるだけ重症事例で保護者が困っているケースを対象

にしているそうで、一般的なアトピーなどの相談は地域の保健センターやかかりつけ小児科医、皮膚科など地域の医療

相談で相談を受けて欲しいと言われたとのこと。

よって、相談者は自身が軽度か重症か分からないので、症状等で相談窓口を分ける、分かりやすい相談先の周知などの

検討が必要ではないでしょうか。

〇災害時のアレルギー対応について 災害時のアレルギー対応、備蓄品についてなど、自治体向けの研修があると良い

なと思います。

愛知県社会福祉協議会保育部会 愛知県社会福祉協議会保育部会では、ここ10年、アレルギー疾患に関する内容の研修は行っておりません。

ご参考までに、保育所関係の上部団体である全国保育協議会において、「平成30年度保育所・認定こども園 保健衛生

専門研修会（平成30年6月8日～9日東京都内）」で「保育現場におけるアレルギー対応と実践」（別紙５参照）をテー

マに、講師に「あいち小児保健医療総合センター 副センター⾧兼総合診療科部⾧ 伊藤 浩明氏」をお迎えし、講義

をいただいた実績があります。

個別の配慮が必要なアレルギーのある子どもが増加傾向にある中、最新の正しい知識の習得とアレルギー対応について

学ぶ機会が増えることが望まれています。

中京大学スポーツ科学部 学部必須授業である「健康学概論」において気管支喘息と食物アレルギーに関する授業をそれぞれ１コマずつ実施してい

ます。

愛知県内における大学・短期大学を対象に食物アレルギー対応に関する調査を行ったが、かなり貧困な実態 が明らかに

なりました。

東海アレルギー連絡会 〇アレルギー患者家族の交流会・・・東海地域で活動する約 40 の患者会（アレルギー児の親の会）（愛知県内は約 20

団体）の事務局として年に 34 回交流会と 総会を開催し、給食や災害対策等に関する問題点をだし解決策を検討した

り、子育てや会の運営等の悩みを共有したりしている。

〇研修会・勉強会の開催・・・専門家を講師に招き、災害対策の勉強や調理実習等を行っている。

〇患者会のリーダーが、アレルギー支援ネットワークの開催する「アレルギー大学」を受講し、正しい知識と最新の医

療情報の習得につとめ、各患者会の運営 に役立てている。

〇患者家族が、それぞれの居住する市町において、出産後にアレルギーに関する知識を得る場が少なく、インターネッ

ト上の情報収集に頼ることが多いため間 違った情報や古い情報に惑わされている。（乳児検診の場で広く一般市民に情

報 提供をする必要性を感じている。）

〇アレルギー専門医が不在の市町の患者家族は、遠くの医療機関まで通って、経口負荷試験をしたり、管理指導表（診

断書）を入手したりしている。

〇アレルギーで困ったときに相談でき、的確なアドバイスをしてくれる窓口が市町に無い 。

教育委員会

保健体育スポーツ課健康学習室

【養護教諭向け】

〇学校における食物アレルギー対応の共通理解と救急体制の確立

〇食物アレルギーを有する児童生徒の健康管理における保護者との連携について

〇食物アレルギーに関する危機管理体制についての調査結果報告について

【栄養教諭・栄養職員向け】

〇学校における食物アレルギー対応に関する栄養教諭の果たす役割について

〇食物アレルギー対応に関する市町村教育委員会や学校の果たす役割について

〇食物アレルギー対応におけるヒヤリハット事例の検証と再発防止について

アレルギー疾患に関する保護者の理解と協力が得られない場合があること

資料２














